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1. はじめに
内閣府総合科学技術会議は，平成22年6月に3,000
万円以上の公的研究資金を獲得した研究者に，国民と
の科学。技術対話（アウトリーチ活動）を義務づける
決定を行ったそれを受けて，科学技術振興機構
(JST）は研究者の社会に向けてのアウトリーチ活動
の意義を明確にし これからの持続可能なアウトリ←
チ活動に資する方針や具体例などをとりまとめるため
の検討会を開催した その報告書（科学技術振興機
構。 2811）によれば研究者と市民との双方向のコ
ミュニケーションという意味から 「アウトリー チ」
の代わりに「対話」という言葉が用いられている そ
して，研究者による「対話jの必要性として，以下の
5点が挙げられている (1）科学技術の研究は知の地
平を拓く営みであり，その成果は人々のプライドとア
イデンティティの源，次世代の人材を育成する重要な
柱であって，豊かな経済社会の基盤として不可欠であ
る (2）科学技術の研究には積極的であるべきとする
国民のコンセンサスが不可欠であり，そのコンセンサ
スは「対話jを通じて形成される (3）研究者は「対
話jを通じて研究を進める責任を負い，特に研究が公
的噺究資金で支えられている場合には納税者の納得を
得ないわけにはいかない (4）研究成果には常に公共
性があるので！公的研究資金以外による研究も（3)
に準ずる (5）現在の「対話jは自然科学中心の傾向
があるが，自然科学・社会科学人文科学の異なる分
野の多様な研究者や市民との協働が求められている
このように3 近年，研究者によるアウトワーチ活動
の必要性，重要性が高まっている 研究者によるアウ
トリーチ活動としては，研究者の所属機関が主催する
公開講座や市民講座，所属機関外での出前授業が一般
的であるが！そのほかに研究者が所属する学協会が主
催するものも行われている 地学系の学協会として
は！日本地球惑星科学連合をはじめ 日本地質学会，
日本火山学会，日本天文学会，日本気象学会などが研
究大会にあわせて，また日本学術会議や東京地学協会
などが不定期に普及講演会を開催している 一方，学
協会が主催するアウトリーチ活動の中で野外活動は少
なく，日本海洋学会による「海洋と地球の学校」（轡
田， 2011を参照），日本地震学会・日本火山学会によ
る「地震火山こどもサマースクール」（第10岡地震火
山こどもサマースクール実行委員会， 2010を参照）！
日本地質学会関東支部による「城ケ島巡検」（笠間
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2011を参照）が例として挙げられる程度である し
かも これらは児童生徒および学校教員を対象とし
ており，学協会によって 般市民を対象にした野外活
動はほとんど行われていないと思われる 児童生徒
を対象とした学校教育において 地学の野外観察授業
の重要性は広く認識され，その教育的な効果も実証さ
れている（相場小林， 2[)(8). 同様に，一般市民を
対象とした生涯教育の観点から 地学系の学協会がア
ウトリーチ活動の一環として地学の野外活動を実施す
ることは， 般市民に地学の研究を認知 理解しても
らう意義があると考えられる それが「地学の研究を
推進するjという国民的なコンセンサスにもつながる
と考えられる
日本第四紀学会は，第四紀という一つの地質時代に
関係するさまぎまな分野の研究者が集まった学際的な
学会である 2010年には，学校教育としての地学教
育，生涯教育としての自然史教育のシンポジウムをそ
れぞれ開催し 2011年の研究大会では一般市民向け
の公開シンポジウムと普及講演会を開催するなど，こ
こ数年，教育問題やアウトリーチ活動に積極的に取り
組んでいる 2011年の研究大会は徳島県の鳴門教育
大学で開催されたが，それにあわせて「lC~ 万年の東
四国を探る」というテーマで，徳島県から香川県にま
あさん
たがる阿讃山地周辺の地形地質の野外見学会を企画
した そして，この野外見学会を学会による「アウト
リーチ巡検」と位置づけ，社会や学校教育等への貢献
を目指して，一般市民や初等ー中等教育の関係者（学
校教員，児童ー生徒，保護者）など学会員以外の参加
者も募集した本報告ではこのアウトリーチ巡検の実
践例を詳しく報告し巡検の評価について簡潔に示
す なお，参加者の立場でみた巡検の概要は，日本第
四紀学会の通信誌に報告されている（森iI.2Jll). 
2. 阿讃山地周辺の地形・地質の概要
(1) 地形
四隠北東部の阿讃山地は，南縁を中央構造線，北縁
を阿讃山地北縁断層群で画された南北10～15km，東
西約lOOkmの地塁状の山地である（図1). 山地の王
稜線は南に大きく偏っており！最高点は標高 1,CiOm 
いずみ りょう
の竜王山である 阿讃山地の北麓には和泉層群，領
iず みとよ
家花商岩類あるいは三豊層群からなる丘陵が広がって
おり，山地の南麓には和泉層群あるいは土柱層からな
る正陵が点在している
吉野川は阿讃山地の南麓に沿って東流L，東西に細
長い徳島平野を形成している 阿讃山地の主稜線を分
水界として多くの河川が北または南へ流れるが，告企
だに ひがいだに
谷川と日開谷川のみは主稜線より北方の丘陵から山地
を穿入蛇行して南流し，吉野川lに合流する先行河川で
ある 主稜線上にある風隙（図 lのa～e）は！かつ
て山地を横断して北流していた古水系の跡と考えられ
ている（岡田， 1970,1973; s回目wa1978；植木。満
塩. 1998：，植木.2001). 
阿讃山地の南縁を限る中央構造線は東西性の複数の
右横ずれ変位を示す活断層からなり，後期更新世以降
の段丘面を累積的に変位させている（岡田， 1968,
1970. 1973：，岡田堤τ1,90,1997：，水野ほか， 1993：，後
藤， 1998：，森野ほか， 2Ul；堤後藤＇ 2：日6など）阿
讃山地南麓の中央構造線活断層系の最新活動は 16世
紀以降と見積もられている（Tsutsumi阻 dOkada, 
1996：，岡田・堤， 1997：，後藤ほか， 2[]1;森野岡田
2J02：，森野ほか， 2J02など） 阿讃山地北縁には阿讃
山地北縁断層群と呼ばれる東西性の右雁行する北落ち
の逆断層群が分布しているが。それらの第四紀後期の
活動の証拠は認められない（長谷川， 1985；長谷川ほ
か， 1993；伊藤ほか， 1S96：，植木満塩， 1998：，植木，
2J01). 一方，阿讃山地北縁断層群の 10～15km北方
には東西性の複数の活断層が分布しており，その中で
最も顕著な長尾断層は！南に50°程度で傾斜する断層
面を持つ逆断層である（小林， 1991;遠回ほか 1993; 
香川県， 1997).長尾断層は中期更新世以降の香東川
の段E面を累積的に変位させており（寒Il,1973; 
Saugawa, 1978：，熊木ほか， 1986；小林 1991). その最
新活動は9t世紀以降で16世紀以前である（杉山ほか，
2001：，地震調査研究推進本部地震調査委員会， 2J03な
ど）
(2) 地質
阿讃山地周辺の地質を図lに示す 阿讃山地は後期
白亜系の和泉層群の砂岩泥岩互層からなり！和泉層群
は全体に東にプランジする向斜構造を持つ（須鎗，
1,73など） 阿讃山地の北麓の丘陵は西部では後期白
亜系の領家花商岩類からなるが，中部から東部では領
家花筒岩類と和泉層群からなる またす鮮新～下部更
新統の三豊層群が領家花岡岩類を不整合に覆ってい
る 三豊層群は下部の本流性の砂磯層と上部の扇状地
性の磯層に分けられ！前者は阿讃山地の南方の四国山
地を構成する三波川I変成岩類の礁を含むことから。阿
讃山地を横断して北流していた古水系によって形成さ
れたと考えられている（寒川， 1973;S:mgawa, 1978; 
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21万分のl地質図幅「岡山及び丸亀」（松浦ほか， 2:r2）および「徳島第2版J（牧本ほか＇ 19>5）を簡略化地点l～5は巡検の見学地点記号（a～e)
は！阿讃山地を横断して北流していた河川｜が通っていたと考えられている風隙の位置を示す 曽江谷川と日開谷川の二つの河川のみが阿讃山地を横断して南
流していることに注意
図1
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植木ー満塩， 1998：，植木 2(Jl). 阿讃山地の南麓に
どち。ぅ
点在する丘陵は主に下部～中部更新統の土柱層から
なり，吉野川！の本流性の礁層と阿讃山地からの扇状地
性の際層が互層している（須鎗ほか 1965：，水野，
19R7；阿子島ー須鎗， 19R9：，須鎗阿子島。 1990：，満
塩橋本， 1999，石田ほか， 2010など）
3. アウトリ チ巡検の概要
(1) 巡検の臼時
日本第四紀学会の2011年の研究大会は， 2011年8
月26日（金）～28日（日）に徳島県の鳴門教育大学
で開催されたその中で＇ 8月28臼の午前には「環
太平洋の環境文明史Jと題した公開シンポジウム，午
後には「徳島で考える地震津波と防災 東日本大震
災からの新たな教訓ー」と題した普及講演会が行われ
た（米延， 2011および西山＇ 2011を参照） 今回の巡
検は，学会の研究大会にあわせて8月29日（月）に
行われた
(2) 巡検の巨標
今回の巡検の目的は，徳島県・香川県の児童・生徒
を含む一般市民に郷土の大地の成り立ちを理解しても
らい！郷土への愛着を高めてもらうことである そこ
で，「100万年の東四国を探る」というテーマを掲げ！
巡検の目標として，第lに四国の地形地質を大きく
画する中央構造線とそれに沿って流れる吉野川がつく
る景観を第四紀学的な視点から観察すること！第2に
中央構造線活断層系と長尾断層を例にして活断層につ
いて学ぶこと，第3に有名な観光地で国の天然記念物
にも指定されている「阿波の土柱jの学術的な意義を
知ることの3つを設定した
(3) 広報
今回の巡検は？学会のホームページ，メーリングワ
スト！通信誌のほかに，徳島県の中学校理科研究会事
務局を通じて学校教員へ巡検の情報を流したり，巡検
の案内者の紹介によって広報した また，学会の公開
シンポジウム，普及講演会とあわせて，両面でカラー
印刷したチラシを作成した チラシには，徳島県τ 香
川県のイメージキャラクターや7 児童が措いた「阿波
の土柱jのキャラクターをのせて，巡検に固いイメー
ジを抱かれないように工夫した（園2).チラシの配
布先は，鳴門教育大学附属小中学校の児童生徒ー
教員τ 鳴門市内の小 中ー高等学校および児童クラブ
の児童・生徒，鳴門教育大学で教員免許状更新講習を
受講した学校教員，中 高等学校の地歴教員向けの講
演会の参加者，教育公務員特例法の定める 10年経験
者研修の受講者，徳島市防災士会の会員！徳島県立博
物館友の会の会員などである このほかに，徳島県立
防災センター，徳島県立博物館，阿南市科学センター
などにもチラシを置いてもらった
(4) 巡検の参加費
今回の巡検は文自浄ト学省科学研究費補助金（研究成
果公開促進費）による学会の活動として行われ，貸し
切りパス代や案内者の謝金は補助金によって賄われ
た そのため！巡検の参加者は保険代の！CO円のみを
負担した 保険代は，当日パスに乗る前に受付で徴収
した
(5) 巡検の行程とJレー ト
今回の巡検の行程を表1.見学地点を図lに示す
阿讃山地の南麓では中央構造線活断層系と「阿波の土
柱Jに関してそれぞれ3っと lつ，北麓では長尾断層
に関して1つの合計且つの見学地点を設定した 学会
の研究大会の開催場所（鳴門教育大学）にあわせて，
集合地点および解散地点をJR鳴門駅にした乗用車
で来る参加者高速パスで阪神方面に帰る参加者のた
めに！高速ノミスの停留所に有料駐車場が併設されてい
る松茂町の徳島とくとくターミナルを集合地点，解散
地点に加えた また，飛行機で東京方面に帰る参加者
のために，高松空港と徳島空港を解散地点に加えた
真夏の巡検のため，午後よりも相対的に涼しい午前中
の見学地点を多くしたほうが良いこと 3 および見学終
了後に飛行機や高速パスで帰る参加者のことを考慮し
て！出発地古から地占4までは中央構造線に沿って商
に向かい，地点4から地点5にかけて阿讃山地を北に
横断し 地点5から解散地点までは阿讃山地の北麓を
東に向かうような巡検のjレートを設定した（図 1).
移動時間の短縮のために，高速道路や車両の少ない広
域農道を走行するようにした
(6) 見学地点
お lまり
地点I：徳島県阿波市市場町尾開（世界測地系で北
緯34。6'183＂’東経 134＇。16'40 4" 
地点1から酉方を望むと！阿讃山地と徳島平野の境
界が直線状になっていることがわかる（図31, 3 2). 
ちちお
そこには中央構造線活断層系の父尾断層が走ってお
かそれとほぼ平行して徳島自動車道が建設されてい
る 父尾断層は日開谷川の扇状地を変位させて 比高
数mの低断層崖を形成していたが，現在は高速道路
の下になり見ることはできない なお， 1991年に現
在の高速道路の橋脚付近でトレンチ掘削が行われ，父
地学系専門学協会による一般市民を対象としたアウトリーチ巡検の実践報告 (29)-67 
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図2 アウトリーチ巡検の広報のチラシ
チラシは両面でカラー印刷され，裏面には学会の研究大会で開催された公開シンポジウム，普及講演会の案内が
載せられている
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図3 各見学地点の概要
l地点1（徳島県阿波市市場町尾閲）周辺の父尾断層の地形と岡田・堤（1S97）によるトレンチ掘削調査地点の位
置基図は閲土地理院発行の20.oro分のl数値地図「市場」を使用 2地点1から西方の父尾断層の遠望写真
阿讃山地の山麓に父尾断層が走っており，断層の上に徳島自動車道が建設されていることに注意 3地点2（徳
島県阿波市阿波町井手口）における北東に約zn。傾J斜する扇状地性の土柱層井手口火山灰層を挟む露頭のi臼
さは約7m.4.地点3（徳島県阿波市阿波町桜ノ岡）における「阿波の土柱」の特異な景観 S地点4（徳島県美
馬市中上〕における三野断層の露頭の全景扇状地性の土柱層の上に和泉層群が衝上し その上に本流牲の土柱
層が不整合で重なっている 6地点5（香川県高松市香川町川東上）において香東川左岸に露出する三豊層群
岩崎層は長尾断層によって撲油L,，長尾断層を挟んで焼尾層に接している
地学系専門学協会による一般市民を対象としたアウトリーチ巡検の実践報告
表1 アウトリ←チ巡検の行程
日本第四紀学会主催アウトリ チ巡検『100万年の東四国を探る』
E監2旦日生E且Z旦旦_ill上一企企企立迫旦
8:00 JR鳴門駅前出発
8:20 徳島とくとくターミナル（松茂町）出発
謹島自動車道徳島IC～土成C
9:10～9:20 (10分） 地点1 市場断層の地形の遠望
広憎農道
9:40～10:00 (20分） 地点2 井手口火山灰層をはさむ土柱層の観察
広域農道
10:10～10:50 (40分） 地点3 r 阿波の土柱」の遠望と土柱層の観察
広域農道
11 :10～11 :SO (40分） 道の釈「藍ランドうだっ」 昼食
県道鴨池線
12:10～12:50 (40分） 地点4 中央構造線の中上露頭の観察
徳島自動車道葺眉IC～脇町IC，国道193号線
14:00～15:00 (60分） 地点5 三塁層群と長尾断層の露頭の観察
15:10 高松空港出発
高松自動車道高松中央IC～鳴門IC
16:30 徳島とくとくターミナル（松茂町）出発
16:40 徳島空港出発
17:00 JR鳴門駅到着
(31)-69 
尾断層が弥生時代と 16世紀末に活動したと推定され
ており 1596年の慶長伏見地震と連動した可能性が
指摘されている（岡田ー境 1997)
せLがん
水野， 1996a），約60万年前の広域テブラである誓願
寺高テブラに対比されている（水野， 2001), 
いでぐち
地点 2 徳島県岡波市阿波町井手口（北緯
34°6'14.4＂’東経 134°14'24.6")
地点2は父尾断層のすぐ南に位置する露頭であり，
そこでは扇状地性の土柱層が北東に約20＇傾斜してい
る（園 3-3).土柱層は大磯サイズの和泉層群由来の
亜角礁からなるが，少量の花岡岩機を含むことから7
すぐ北側を流れる大久保谷川ではなく，阿讃山地北麓
の領家花満岩の分布域から南流する日開谷川によって
形成されたことがわかる 地点2は日開谷川より約2
km西にあることから，父尾断層は中期更新世前期以
降に約 2km右横ずれしたことになる（長谷川
1992). また，土柱盾には層厚30～8Jcmの井手口火
山灰層が挟まれており（水野， 1987：，水野ほか 1993;
地点 3：徳島県阿波市阿波町桜ノ間（北緯 34•5’
33.3ぺ東経134°12'24.6")
地点3は「阿波の土柱」と呼ばれる悪地地形であ
り， 1934年（昭和9年）に国の天然記念物に指定さ
れ最近では「日本の地質百選J（全国地質調査業協
会連合会地質情報整備ー活用機構， 2110）にも選ば
れている 扇状地性の土柱層からなる高さ 10～15m
の土柱が林立して特異な景観を示す（図3-4：，藤井
1959, 1998；吉野JI！研究グルー プ。 1973：，吉田， 2004：，石
田ほか， 2010など） 悪地地形は，土柱層からなる丘
陵斜面が崩壊した滑落崖に形成されたと考えられてい
る（石田ほか， 2010) 2:r4年の台風で1本の土柱が
崩壊したが，土柱の崩壊と堆積物による谷の埋積が繰
り返されることによって！このままでは臼∞年程度で
70ー（32) 植木岳雪ほか
消滅する可能性がある（東明 1984) そのため今
後の景観保全の対策が求められている（石田ほか，
2010). 
地点3の土柱層は淘汰が悪く基質支持の磯層で北
東に約ZJOで傾斜しており，土石流ロープの集合体と
みなされる（石田ほか。 2010）.土柱層には層厚
40～lOOcmの土柱火山灰層が挟まれており（水野1
1987；阿子烏ー須鎗， 1989：，水野， E96b），約 100万
年前の広域テフラである接半白ピンクテフラに対比さ
れている（水野， 1987；石田ほか， 2010；森江ほか！
2010). なお 「阿波の土柱jは天然記念物に指定きれ
ているため！土柱火山灰層を採取するためには，阿波
市教育委員会を通じて徳島県に土石の採取を申請する
必要がある
なかうえ
地点4：徳島県美馬市中上（北緯34"3’22.2＂，東経
134"0'15.5") 
地点4は中央構造線活断層系の三野断層の直上にあ
る採石場跡地であり，ここでは扇状地性の土柱層の上
に低角度の断層で和泉層群が衝上しその上に本流性
の土柱層が不整合で重なっている（図3-5).そして，
本流性の土柱層の上に再び低角度の断層で和泉層群が
衝上している（中野ほか， ZcC9；日本応用地質学会中
国四国支部， 2CC9).和泉層群の砂岩泥岩互層は著し
く破砕きれている 本流性の土柱層にはざくろ石角閃
岩かんらん岩のような高度変成岩の巨磯が含まれて
おり，約60km西方の愛媛県の東赤石山周辺の地質
との類似性が指摘されている（中尾ほか， 2阻止西山
ほか， 2'.09)
地点5香川県高松市香川町川東上（北緯 34"13'
53.8ぺ東経134T40.6") 
地点5は，国道19＇号線の新岩崎橋直下の香東 JI!沿
いの露頭である 三豊層群岩崎層は領家花商岩類を不
整合に覆い，数枚の泥炭層を挟むアーコース質のシル
ト層，砂磯層からなる（植木＇ 2 Jl) 岩崎層からは
メタセコイアの球果などの前期更新世の植物化石が産
出する（古市ー坂東. 1974；，古市， 1983など） 岩崎
層は一般に北に数度傾斜しているが，長尾断層に近づ
くにつれて傾斜が6c＇程度まで大きくなり，扇状地性
射すお
の磯層からなる焼尾層と断層で接している（図3-6).
これは，長尾断層の逆断層運動による岩崎層の捺曲を
示している
(7) 案内書の工夫
巡検の参加者には， 46ベージの案内書を 1部ずつ
配付した案内書の内容は，最初の3!iベージは地学
を専門とする研究者や学校教員向け残りの11ベー
ジは地学を専門としない一般市民向けというように難
易度を変えた（図4). 般市民向けの文章は「です
ます調」とし専門用語にはルピを振り，説明を加え
た
(8) その他
熱中症や怪我などの緊急の場合に備えて！伴走車I
台がパスに同行した また，パスに救急箱を備えた
4. アウトリーチ巡検の参加者の属性
今回の巡検は，案内者4名，パス2台で行った巡
検の定員を 60名として参加募集を行ったが，定員を
上回る募集があり，キャンセル待ちが生じた 案内者
以外の巡検の参加者は全部で 52名であり！当日の
キャンセルは6名であった
52名の参加者の職業は，小ー中学生が15名，高校
生が3名，大学生ー大学院生がO名，研究者が9名。
学校教員が12名，それ以外の一般市民が13名であっ
た（図5-1）.そのうち，小中学生を含む親子での
参加は5組であった また学会員は9名，非学会員
は43名であった（図ι2).参加者の居住する地域
は，学会員は全国各地からであるが，非学会員は徳島
県の中心部の徳島市！鳴門市。小松島市が多かった
（凶6)
このように，参加者の多数を研究者以外の非学会員
が占め！徳島県に居住する者が多かったことは，徳島
県の人のネットワ←クや積極的なチラシの配布の効果
と思われる
5. アウトリ チ巡検の様子
(1) 地点1
地点1では参加者を二つに分け，一方が父尾断層の
変位地形を遠望している間に もう一方は案内書に載
せられた空中写真と赤育めがねを使ってアナグリフ写
真のポスターを実体視し父尾断層の変位地形を認識
した（図71). ここでは参加者の反応は今ひとつで，
案内者の説明を静かに聞いていた それは，ここが巡
検の最初の地点であり，参加者が案内者に質問するの
を遠慮していたことによると思われる
(2) 地点2
地点2では！最初に土柱層の堆積環境・年代と井出
口火山灰層についての説明を受け！露頭を観察した
その後！磯層に含まれている花商岩礁を探したが，特
に親子では宝探しのように夢中になっていた ここで
有印川明吋何判長
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観察のポイントと用語の解説（一般の方向け）
STOP I 【詫尾断層の喪勤地形
く地形観察のポイVト＞
大きな活断層ほ，しI却しI苦断層聖位地形とよ団れる，特有の地形をつくり
ます将波市市場町上喜来は，中央構造線の活断層である究尾断層はより，
かなりはっきりした断層変位地形が見られた場所です
主の地点でほ，山地と平野との境界が直線的はなっており，その真上阻高
速道路がtl'られている主とがわかります このE線執の境界（高速道路の真
下）が， Zの地域の中央構造線のメイレの断層（主断層）である虫尾断層（ち
ちおだんそう）です究尾断層は日開替の扇：陣地も切っており，以前は山地
k扇3民地の境界の東方延長民高さ数沼町低断層崖（ていだんそうがい 1活断
層がつくる，比較的低いがけ）がありましたが，現在は高速道路の下但なり，
見る立とができません楳隈実体視（平行法）ができる方は，本編図4.1.2の
写真2でチヤレνヲしてください実体視がうまくでき扱い人や， f実体視J
なんて言葉は初めて謝れたという人は，当図案内者が持参するアナゲ＇）フ写
真で確認してみましょう（青が右酉です） 徳島県立博物館の常設展草室で
は，実体鏡という特別な装置を使って，之の場所はあった低断層屋を見るこ工
とができます
トレ〉チ調査結果（資料）
阿波市市場町尾関の段丘崖から酉望するとj 究尾断層沿い民高速道路が建
設された立とがよくわかる（図4.1.1)
市場町上喜高の団関谷川扇快地面では， 1991年厄よってトレレチ調査が実
施されj 党尾断層が聡生時代と16世紀末民活動したと推定されている（岡田・
堤， 1997；図4.1.2－函4.1.4) 16世紀末と推定された断層運動は. 1596年の
慶長伏見地震と連動した可能性出指摘されているが，古地震記録はよって詳
しい地震像が解明されているわけでは語い
また，阿波市市場町では浅層反射法地震探査はよって，和皇層群カミ豹20＇北
傾斜で鮮新更新統の士栓層と接する物質境界が認められたが，究尾断層は相
当する反射面は不明瞭である（堤ほか.20'7 i図4.1.5，図4.1.6)
地震調査研究推進本部（2011）が公表した中央構造線活断J冒高の地震評価結果
でほ，徳島県の讃岐山脈甫縁一畳媛県の右鎚山脈北麓の中央構造線の活断層（長
さ約130km）を震源とする地震のマグエチュ－~は， 8.0またはそれ以上と予
認される 前回の地震は16世紀末民発生したと推定される今挫の地震の発
生確串ほj 今桂3f年以内はほぼ0-0.31も2 今桂me年以内＂＇ほぼ 0-2%であ
りj 宮本の活断層の中ではj 発生確率がやや高下グループは属する ［畏各州・
西山］
STOP 1 1父馬断層の変動地形と，4.1 
く以前は之之で行われた調査でわかった之と＞
1991年はトレνチ調査（活断層をまたいで深さ動mのみぞを掘り！壁面阻
現れた断層露頭をくわしく調べる立と但より，断層の動きや動いた時期なとf
を詳しく調べる調査方法）が行われました。父尾断層が弥生時代と16世紀末
（豊臣秀吉の時代）位指動したと推定されています 16世紀末の地震は1 マ
グェチュ｝ド8但近い大地震であったと推定される之とから，吉野川流域の
広域はわたって大きな被害が出たと推定されます と之ろが，関ケ原町合戦
の直前という混乱した時代であったためか，古文書の記輔が明確は残ってお
らず，戦乱で荒廃した当時の遺跡の発掘も不十分です今桂の研究陪よって，
Zの大地震の被害程度¢解明が進ts:z:とが期待されます なお. 16世紀末の
1596年区西関本を襲った大地震（慶長伏見地震）については，寒川（2010) f秀
吉を襲った大地震」 （平凡社新書）は解説されています t:l 
T 
『寸巡検案内書における地占1の解説
左は地学を専門とする研究者や学校教員向けのページ右は地学を専門としない一般市民向けのベ←ジ
図4
72 (34) 植木岳雪ほか
は花崩岩礁を探す体験i苦動を通じて参加者と案内者
のコミュニケーションが取れ，磯層の堆積の仕方や花
岡岩礁の起源など参加者が案内者に質問することが
多かった
(3) 地点3
地点3では，「土柱ランド新温泉jの駐車場！「阿波
の土柱」正面の展望台，「阿波の土柱Jの露頭の瀬に
移動した（図τ2). 「土柱ランド新温泉jの駐車場北
側では，扇状地性の土柱層の層相と 2J年間で露頭に
できたリルやガリー（小溝）を観察し，土柱のでき方
を考察した そこから山沿いの遊歩道を移動L，「阿
はとうがよさけ
波の土柱J正面の展望台では「波濡議」と呼ばれる南
北約9Jm，東西約5Jrn，高さ約！Omの土柱群を遠望
z 
非学会員
問5 アウトリ チ巡検の参加者52名の属性
1参加者の職業 2参加者が学会員かどうか
徳島県以外
北海道O
東京都00 
千葉県・
茨城県0
滋賀県・
奈良県o
一 一寸ト
徳島県’
大阪府・・・
兵庫県00・
香川県・
愛媛県・
山口県・・
した 土柱群の形成と崩壊の過程の説明を受け，景観
保全の必要性が強調された展望台では！参加者は
「波濃巌」の特異な景観に感動し！しきりに写真を撮
影していた（図τ3) またj 土柱群の成因など，参
加者が案内者に積極的に質問をしていた
その後l 谷底に向かって遊歩道を移動し，土柱群の
下の斜面を登って土柱火山灰層を観察した（図7
4). 参加者は，土柱群を下から見上げながら斜面を受
ることを探検的金活動として楽しんでいた また，土
柱火山灰層の手触りがしやりしやりしており，ガラス
片からなることに驚いていた
(4) 地点4
地点4では！パスを降りたところで，案内者によっ
てあらかじめ用意された高度変成岩礁のスライス標本
を観察した（図7-5).露頭が巨大なため！露頭から
200m程度離れたところで全体を遠望し土柱層と和
泉層群の重なり方の説明を受けた ここで，参加者会
員で記念写真を撮影した 著しく破砕された和泉層群
に触れて！参加者は固結した岩石を破砕させる断層運
動の威力を感じたようだった ただし日中の暑さの
ためか，参加者が案内者に質問することは少なかっ
た その後，露頭上部の本流性の土柱層に含まれる高
度変成岩礁の転石を探したが！ざくろ石のように見た
0 
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、
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図6 アウト ＇）ーチ巡検の参加者52名の居住する地域
白九は学会員，黒丸は非学会員
地学系専門学協会による一般市民を対象としたアウトリ←チ巡検の実践報告 (35) 73 
目が美しい鉱物が含まれることから，大部分の参加者 (5) 地点5
が宝探しのように夢中になっていた 地点5では，香東川右岸の崖を約5m下りて il
沿いに露出する三豊層群岩崎層の層相と基盤の領家花
2 
遊歩道
')/1繭
0 1凹 m－ 
図7 各見学地点における案内者と参加者の様子
l地点1において赤青めがねを使ってアナグリフ写真を説明する案内者（中尾） 2地点3の移動ルート 3地点
3の「阿波の土柱J正面の展望台で土柱群を遠望する参加者生地点3の土柱群の下の斜面を登る参加者 E地
古4において高度変成岩礁のスライス標本の説明をする案内者（中尾） 6地占5における香東川右岸の三豊層
群岩崎庖を観察する参加者
74 (36) 植木岳雪ほか
1 職業は冊ですか？
a小中学生 b 高枝生 じ大学生大学院生 d.学会員 e学設教員 千 般
2. 参加してどうだったですか？
aすごくよかった b. よかった cふつう ι期待はずれ eまったく期待はずれ
3. 内容はわかりやすかったですかっ
aすごくわかりやすかった b わかりやすかった cふつう d 難しかった '・ とても難しかった
4. このような巡検にいくらまでなら参加しますか？
a無料 b. sro円 c. 1,000円 d. 2,CO D阿 o. 3,0C 0門 fそれ以上でも
5. また参加したいですかっ
aぜひ参加したい b できたら参加したい cあまり参加したくない d絶対参加した〈ない
6. 自由に感想を書いて下さい
図8 アウトリーチ巡検の参加者に配付したアンケ←ト用紙
簡岩類との不整合を観察した（図 7-6). また左岸
の長尾断層による岩崎層の援曲を対岸から遠望した
しかし。右岸の崖は夏場は密な植生に覆われており，
傾斜も急であったために，約 1/3の参加者は崖を下り
ることができず新岩崎橋の上から岩崎層の捺曲を遠
望するにとどまった また，約2/3の参加者が崖を下
りるのに20分程度の時間がかかり，露頭観察の時聞
が少なくなってしまった 当日，岩崎層の腐植質砂層
からは球果化石が発見されたのです時間不足はたいへ
ん残念であった それにもかかわらず！岩崎層に含ま
れる植物化石，活断層としての長尾断層の評価など，
参加者は案内者に積極的に質問をしていた
(6) パスの中
見学地点を移動するパスの中では，案内者が見学地
点の補足説明や見学地点で取り上げなかった地形ー地
質の説明を随時行った特に地点1の手前では，阿波
者りはた
市の切幡丘陵は中央構造紙活断層系の断層崖で生じた
和泉層群からなる巨大な地すべりプロックであり，活
断層系によって2～3km右横ずれ変位していること
（長谷川， 1992）を解説した また，地点4と地点5
の闘では，地点5でメタセコイヤの化石が産出するこ
とと，メタセコイアは香川県三木町出身の三木茂博
士によって 1941年に新属の植物化石として報告され
たことを解説した
6. アウトリ チ巡検の評価
(I) アンケ ト調査の結果
アウトリーチ巡検を参加者がどのように評価し！今
後もアウトリーチ巡検を実施するかどうかを検討する
ことを目的として，調査紙法によるアンケ←ト調査を
行った野外で記入すること 親子を含む非学会員が
参加者の多数を占めることを考慮して，調査項目はご
く簡単にした（図的 アンケート用紙は地点4から
地点5の聞のパスの中で配付し，地点5の見学終了後
に回収した 52名の参加者から 47枚のアンケート用
紙が回収きれ，回収率は約9J%であった
アンケ←ト調査の結果を図9に示す参加者の職業
については，学校教員が329告で最も多く，小・中学
生と児童生徒を除く一般市民が26%ずつであった
研究者を中心とする学会員は 11%で少なかった巡
検に参加してよかったかどうかは！「よかった」が
62%，「すごくよかったjが32%で，肯定的な意見が
ほとんとを占めた 巡検の内容については，「わかり
やすかった」が62%，「すごくわかりやすかった」が
9%で！肯定的な意見が多かったが「難しかった」と
いう意見も 13%あった
巡検の参加費については＇ 5[ J円が26%, l,OC~ 円
と2,CO円が23%ずつで，無料と 3,000円が9%ずつ
であった また巡検に参加したいかどうかは，「ぜひ
参加したい」が36%，「できたら参加したいjが62%
であった
参加者に自由に書いてもらった感想を表2に示す
小中学生からは，体を動かす体験活動初めての体
験。驚きが良かったという意見が出された 高校生か
らは，残念ながらあまり意見が出きれなかった 学会
員からは，今後のアウトリーチ巡検の実施方法につい
地学系専門学協会による一般市民を対象としたアウトリーチ巡検の実践報告 (37ト－75
1 .職業は何ですか？ 2 参加してどうだった
ですか？
3.内容はわかりやすかった
ですか？
すごくわかり
よかった
ふつう
高校生
よかった わかりやすかった
4.このような巡検にいくらまで 5. また参加したいですか？
なら参加しますかっ
あまり菩加したくない
500円 ぜひ参加したい
1.coo円 できたら参加したい
図9 アンケート調査の結果
回答者数は47名
て前向きな意見が出された学校教員からは郷土の
白然を知ることができた！生徒を連れてくることがで
きたという肯定的な意見と今後のアウトリーテ巡検
への希望と期待が出された児童生徒以外の一般市
民からは 考古学などの地学の周辺分野から地学に興
味を持つことができて良かったという意見が複数あっ
た また，参加者全体から！巡検の実施時期や昼食時
間の確保についての要望が出された
(2) アウトリーチ巡検の今後の課題
アンケート調査の結果に基づくと，大部分の参加者
はアウトリーチ巡検を肯定にとらえ。今後もアウト
リーチ巡検の実施を希望していることから，一般市民
を対象とした今回の巡検はおおむね成功であったと言
える しかし今後も同様のアウトリーチ巡検を実施
するためには，以下のような課題が挙げられる
第lにす専門学協会の第一義的なミッションは研究
の推進であり，研究成果の普及・啓発は副次的なもの
である したがって！巡検は学会員が自分の研究の幅
を拡げたり，学会員同士で交流するための学会による
サービスのーっとも考えられる 学会による巡検の参
加対象や内容をどうするか，学会内でのコンセンサス
を千草る必要古まある
第2に，アウトリーチ巡検の実施にかかる費用であ
る 図9-4に示されるように！一般市民の多くは巡検
参加費を 2.CO円以下にしてほしいと考えており，無
料にしてほしいという者もいる これは今回の巡検の
参加費がきわめて安かったためとも息われるが，親子
での参加を推奨するのであれば，巡検の参加費を
2,0C D円程度までに抑えることが現実的であろう そ
うすると，貸し切りパスを使った定員 30人程度の巡
検では一般に 4,C:JO円程度の費用が必要になるの
で，その差額を学会が負担するか，外部資金を獲得し
て補うかなどを検討する必要がある
第3にτ アウトリ←チ巡検の案内者となる人材の不
足である 一般市民を対象にしたアウトリーチ巡検の
案内者は！アウトリーチ活動に慣れた研究者によって
行われることが望ましい しかし 現状ではそのよう
な研究者は少なく，巡検を実施する地域に限定すると
さらに少なくなってしまう 研究者個人や学会がアウ
トリーチ活動に動解協力して，アウトリーチ活動が
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表2 参加者の感想
a小・中学生
石をさがすのがたのしかった
さ岩やかこう岩をさがすのが楽しかった
初めて土柱を見た近〈に行〈と，思ったより大きく，驚いた
初めて見た火山灰が思っていたのよりもさらさらだったので，びっくりした
授業とは遭う体験ができてよかった
むずかしかったけど！土柱が見れてよかった
難しかったが楽しかった
だんそうのことを知らなかったので！知れてよかった
つかれた
b 高枝生
つ つの解説が詳しくてたくさん知識を得ることができた
昼休みを長くしてほしい
c. 学会員
石採沼は！ 般の方にもおもしろかったと恩う
地形全体を見渡す地点があれま良かった
対象を広げすぎたかもしれないアウトリーチ周と専門家用の巡検の共存のあり方を考えると良い
e 学蛙教員
自分が育った場所がどんな意味を持つのかを，地学的な立場から見ることができたのがうれしかったあまりにも知ら
ないこと忘れてしまったことだらけだったので説明してくれることがありがたかった 『知らないことがわかる』と
いうことは棄しい
科学研究開好会の生徒を連れての巡検で大変楽だった 10 O円の参加費で生徒にも声をかけやすかった
渠内でもマイナな場所で，今まで行〈こともほとんどなかった このような機会に来られてありがたい
学会がこのような普及活動を行うのは良いことだと思う 今後もぜひこのような活動を続けてほしい
この時期の巡検は暑くて大変だった
ガイドを読んである程度知識を得た上で現地でのお憶を関いたのでまあまおわかったが！小学生から高校生には難し
かったと思う 中学までは変成岩は習わない高校でもセンタ話線に対応せずに授業を進めると変成岩がカットされ
ることもよくあり！火成岩！堆積岩が優先的に取り扱われる 中上の変成岩はややマニアックと考える ζここそ中央構
造描という露頭を見たかった
教員として地学分野で地層や断層を教えていますが！徳島県にある r土柱』については余り知識がなく 教えることが
できていなかったせっかく自分の県にある貴重なものを教えていけたらと患う
将来，地学分野仁進学したいと考えている生徒がいるので参加した
大変おもしろかった
次は北海道，東北はどうか。
次回は海岸線沿いて寸すってほしい
もっとおみやげ（化石など）がある所があればよかったと思う
f 融
パスでゆったり座れたのは楽だった
夏休みの自由研究にできそうでよかった
知らなかったことが多〈学べてとてもよかった
説明がとてもわかりやすかった
説明1 資料などありがとうございます
退磁後に考古学に興味を持って｝いろいろな本を読んできた埴原和郎博士の説く「真の考古学は考古学のみでなく｝
いろいろな函んからの成果が重ならないと完成しない』撃ヱいう節に感動して今回参加したが！我々の「万年』と地学の
r100万年』は余り仁も単位の桁が違う 塞礎から勉強しなければならないと恩った
テキス卜はいきなり専門用語がたくさん出てきて面食らったが，専門分野をのぞき見したようでそれもまたよかった
地層や石からいろいろなことがわかリ 何もかも興味深かった徳島に住んで20年！初めてヰ柱を見られた
私は考古学に興味を持っているので関連した内容を盛り込んでいただければ！さらに興味がわいてくると思う 資料
は充実していてよかったと思う 地震に対しても関心もあり 多少参考になった
説明を受けつつ断層を見ることができて！よく分かりました
できたらもう少し諒しい時期に
もう少し良い季節にお厩いしたい
昼食は持参するようにと書いていただければ良かった または もう少し大きなサービスヱリアに止まっていただけれ
ばー ー
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できる人材を育成することが必要である
第4に，アウトリーチ巡検の適正な参加者数につい
てである 巡検の参加費が安いと参加希望者が多くな
り，参加できなかった者に不満を残してしまう 一
方，参加者数を多くすると，案内者の説明が全員に届
かない，体験活動の安全確保が難しい，パスと見学地
点の聞の移動に時間がかかる！集合時間に遅れたり
連絡無しでキャンセルするというモラルの低下などの
問題が発生する 今回のアウトリーチ巡検のように，
5つ程度の見学地点で露頭観察や岩石の採取などの体
験活動を含む場合には，参加者数はパス2台分で60
名というのが上限と感じる ただし見学地点を増減
したり，体験活動の有担によって参加者数の上限はそ
れ以上にもそれ以下にもなるのでl 慎重な検討が必要
である
8. おわりに
本報告では，日本第四紀学会の2011年の研究大会
にあわせて，アウトリーチ巡検「100万年の東四闘を
採るjの実践事例を報告した このような親子を含む
般市民を対象としたアウトリ）チ巡検は，地学系の
専門学協会によるアウトリーチ活動としてはほとんど
例を見ないものである 今後は！さまざまな地学系の
学協会によってこのような一般市民を対象とした巡検
が行われることを期待する
日本地学教育学会は地学教育の推進と地学の普及
啓発をミッションとしており！小中高等学校の教
員が学会員の多くを占めている 毎年異なった場所で
開催される日本地学教育学会の研究大会にあわせて，
学会員ー非学会員にかかわらず，児童生徒と保護
者！学校教員のような学校教育の関係者に対して，郷
土の自然を理解してもらうための巡検を行うことは
日本地学教育学会のミッションを担う重要な活動にな
ると考えられる しかし，巡検の案内者となる人材は
限られており 大会運営における負担も増大してしま
う そこで！日本地学教育学会が巡検全体の企画運
営を行い，日本第四紀学会，日本地質学会のような地
学系の専門学協会から巡検の案内者を派遣してもらう
ことを提案する 逆に！地学系の専門学協会が学校教
育の関係者を対象とした巡検を行う際には，地学教育
学会に所属する学校教員のネットワークを通じて，巡
検を広報することも提案する 学校教育や生涯教育に
おける地学教育の推進のために，今後！このような日
本地学教育学会と地学系の専門学協会との連携を図る
必要がある
謝辞今回のアウトリーチ巡検は，文部科学省科
学研究費補助金研究成果公開促進費「はてな？はっ
けん！問国の自然史学校教育，生涯教育の両面か
ら科学リベラルアーツの向上と科学リテラシ←の育成
のためにJ（課題番号2J53C:8，実施主体 日本第四紀
学会）によって行われ，文部科学省科学研究費補助金
新学術領域研究「年縞堆積物による環太平洋諸文明の
高精度環境史復元J（課題番号211010〔Z，研究代表者
米延仁志）の協力を得た 地点4では！地権者の方に
立ち入りを許可していただいた 斎藤恵子様をはじめ
鳴門教育大学社会連携諜の職員には，巡検に関わる事
務的な業務に多大なご協力をいただいた 以上の方々
に深く感謝Iいたします
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